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(54) 【 発 明 の 名 称 】 火砲 用 閉鎖 機 


(57)【 特許 請求 の 範囲 】 
【 請求 項 1 】 


砲身 ( 1 ) の 後部 側 に 配置 され て いる 基体 部 (2 ) と 、 基 体 部 (2 ) の 切欠 き (7 ) 内 
で 砲身 ( 1 ) の 砲 腔 軸 ( 8 ) に 対し て 垂直 に 摺 動 可 能 な 鎖 栓 (9 ) と を 有する 、 火 砲 用 閉 


鎖 機 で あっ て 、 


a ) 砲身 ( 1 ) の 砲 腔 軸 ( 8 ) の 方 向 に 、 鎖 栓 (9 ) が 少な く と も 2 つの 相 前 後 し て 配 
置 さ れ た 、 側 方 へ 突出 する 段 部 (12 、 


最終 頁 に 続く 


13) を 有 し て お り 、 前 記 段 部 が 基体 部 (2 ) の 


切欠 き ( 7 ) の 側 方 部 分 (3 、4 ) の 対応 する 凹部 (1 4、15 ) 内 へ 飲 入 し 、 弾 丸 の 発 


射 の 際 に 、 鎖 栓 (9 ) の 段 部 (1 2 、 


1 3 ) の 、 砲 身 ( 1 ) と は 反対 側 の 、 添 接 面 ( 1 6 


、1 7 ) と し て 形成 され た 側が 、 基 体 部 ( 2 ) の 側 方 部 分 (3、4) の 凹部 (1 4、15 


) の 関連 する 添 接 面 (18、19 ) に 支持 され : 


b ) 鎖 栓 (9 ) の 、 砲 身 ( 1 ) に 隣接 する 第 1 の 段 部 (12 ) の 添 接 面 (1 6 ) と 、 側 
方 部 分 (3 、4 ) の 関連 する 第 1 の 凹部 (1 4 ) の 添 接 面 (1 8 ) が 、 そ れ ぞ れ 正 の 傾斜 


を 有 し て お り : 


c ) 鎖 栓 ( 9 ) の 第 2 の 段 部 (1 3 ) の 添 接 面 (1 7 ) と 、 側 方 部 分 (3 、4 ) の 関連 
する 第 2 の 凹部 ( 1 5 ) の 添 接 面 ( 1 9 ) が 、 そ れ ぞ れ 負 の 傾斜 を 有 し て お り 、 

鎖 栓 ( 9 ) の 段 部 (1 2 、13) の 添 接 面 (1 6 、1 7 ) の 傾斜 角度 (w1、e2 ) お 
よび 凹部 (14、15) の 添 接 面 ( 1 8 、19 ) の 傾斜 角度 (81 、82 ) が 異な っ てい 


る 、 
こと を 特徴 と する 火砲 用 閉鎖 機 。 
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【 請求 項 
鎖 栓 


の 段 部 ( 1 2 、1 3 ) の 添 接 面 (16 、17 ) の 傾斜 角度 ( 1 、g2 ) が 
"の 間 に あ る こと を 特徴 と する 請求 項 1 に 記載 の 閉鎖 機 。 


テー 
ul 


衣 求 項 
叶 栓 の 段 部 ( 1 2 、1 3 ) の 添 接 面 (C16 、17) の 傾斜 角度 ( w1 、e2 ) と 
、 凹 部 (14、15) の 添 接 面 (18、19 ) の 傾斜 角度 ( 81 、82 ) が 、 弾 丸 の 発射 
の 際 に 、 ま ず 第 2 の 段 部 ( 1 3 ) の 添 接 面 ( 1 7 ) と 基体 部 ( 2 ) の 第 2 の 凹部 (15) 
の 関連 する 添 接 面 ( 1 9 ) が 添 接し 、 そ の 後発 射 作 用 を 受け て さら に 負荷 が か か る 間 の 弾 
性 変形 に よっ て 、 第 1 の 段 部 ( 1 2 ) の 添 接 面 ( 1 6 ) と 基体 部 ( 2 ) の 関連 する 第 1 の 
凹部 (1 4 ) の 添 接 面 ( 1 8 ) が 平面 的 に 完全 に 添 接する よう に 、 選 択 さ れ て いる こと を 
特徴 と する 請求 項 1 また は 2 に 記載 の 閉鎖 機 。 
【 請求 項 4 】 

基体 部 ( 2 ) の 切欠 き ( 7 ) の 側 方 部 分 ( 3 、4 ) が 、 和 後部 側 に お いて ウェ ブ ( 5 、6 
) を 介し て 互い に 堅固 に 結合 され て いる こと を 特徴 と する 請求 項 1 か ら 3 の いずれ か 1 項 
に 記載 の 閉鎖 機 。 
【 発明 の 詳細 な 説明 】 
【 技術 分 野 】 
【0001】 

本 発明 は 、 人 砲身 の 後 部 側 に 配置 され て いる 基体 部 と 基体 部 の 切欠 き 内 で 砲身 の 砲 腔 軸 に 
対し て 垂直 に 摺 動 可能 な 鎖 栓 と を 有する 火砲 用 閉鎖 機 に 関す る 。 
【 背景 技術 】 
【0002】 

この 種 の 閉鎖 機 は 、 従来 技術 ( た と えば 、 特許 文献 1 、 特 許 文献 2 を 参照 ) か ら 知 られ 
て いる 。 その 場合 に それ ぞ れ の 鎖 栓 は 、 そ の 両方 の 側面 に 、 砲 身 の 砲 腔 軸 の 方 向 に 見 て 、 
相 前 後 し て 配置 され た 複数 の 氏 歯 状 の 段 部 を 有 し て お り 、 そ れ ら の 段 部 が 基体 部 の 切欠 き 
の 側壁 の 対応 する 凹部 内 へ 藤 入 する の で 、 弾 丸 の 発射 の 際 に 、 鎖 栓 の 段 部 の 、 砲 身 と は 反 
対 側 の 、 添 接 面 と し て 形成 され た 側が 、 基 体 部 の 側壁 の 凹部 の 関連 する 添 接 面 に 支持 され 
る 。 鎮 栓 の 個々 の 段 部 の 添 接 面 と 、 側 壁 の 関連 する 凹部 の 添 接 面 は 、 既 知 の 閉鎖 機 に お い 
て は 、 ほ ぼ す べ て が 同一 の 傾斜 方 向 を 有 し て いる 。 
[0003)】 

従来 技術 ( た と えば 、 特 許 文献 3 を 参照 ) か ら 、 さ ら に 、 閉 鎖 機 が 知ら れ て お り 、 そ の 
閉鎖 機 の 鎖 栓 は 3 つの 急 歯 状 の 段 部 を 有 し て お り 、 そ れ ら が 基体 部 の 側壁 の 凹部 の 関連 す 
る 添 接 面 に 関し て 、 弾 丸 の 発射 の 際 に 、 ま ず 鎖 栓 の 2 つの 対向 する 後部 側 の 段 部 の 添 接 面 
が 基体 部 の 関連 する 添 接 面 に 、 そ し て 圧力 が 増す に つれ て 初め て 他 の 段 部 の 添 接 面 も 基体 
部 の 関連 する 添 接 面 に 対し て 圧接 され る よう に 、 配 置 さ れ て いる 。 そ の た め に 、 並 べ て 配 
直さ れ た 個々 の 段 部 の 添 接 面 は 、 異 な る 側面 角度 を 有 し て お り 、 そ の 側面 角度 は も ちろ ん 
、 基 体 部 の 凹部 の 関連 する 添 接 面 の 側面 角度 と 一 致す る 。 こ の 鎖 栓 に お いて も 、 個 々 の 段 
部 は 、 ほ ぼ す べ て 同一 の 、 す な わ ち 正 の 傾斜 方 向 ( 砲 腔 軸 に 治っ て 砲身 の 砲 口 へ 向かっ て 
見 た 場合 ) を 有 し て いる 。 
【0004】 

さら に 、 前 記 従 来 技 術 ( 特許 文献 3 を 参照 ) は 、 鎖 栓 を 開示 し て お り 、 そ の 鎖 栓 の 後部 
側 に 基体 部 内 へ 進入 可能 な ウェ ブ が 固定 され て お り 、 そ の ウェ ブ が 基体 部 の 両側 面 ( 基体 
部 側面 ) を 互い に 結合 し て 、 弾 丸 の 発射 の 際 に 拡幅 を 防止 する 。 
【 特許 文献 1 】 米国 特許 US898840 号 明細 書 
【 特許 文献 2 】 独 国 特許 出願 公開 DE19823785A1 明細 書 
【 特許 文献 3 】 米国 特許 US5014592 号 明細 
【 発明 の 開示 】 
【 
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発明 が 解決 し よう と する 課題 】 
0005】 
従来 技術 ( 特許 文献 3 を 参照 ) に 基づい て 、 本 発明 の 課題 は 、 既 知 の 閉鎖 機 に 比較 し て 
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より 最適 な 、 弾 丸 の 発射 の 際 の 基体 部 内 部 の 力 分 配 を 達成 し 、 そ れ に よっ て 応力 負荷 の 増 
大 を 抑制 する こと で ある 。 

【 課題 を 解決 する た め の 手 段 】 

【0006】 

この 課題 は 、 本 発明 に よれ ば 、 請 求 項 1 の 特徴 に よっ て 解決 され る 。 本 発明 の 他 の 、 特 
に 好ま し い 有 形態 が 、 従 属 請求 項 に 開示 され て いる 。 

【0007】 

本 発明 は 、 大 体 に お いて 、 そ の 鎖 栓 が 、 軸 方 向 に 相 前 後 し て 配置 され た 少な く と も 2 つ 
の 段 部 を 有する 、 閉 鎖 機 を 設け る 、 と いう 考え に 基づい て お り 、 そ の 場合 に 砲身 に 隣接 す 
る 第 1 の 段 部 の 添 接 面 は 、 正 の 傾斜 方 向 を 有 し 、 第 2 の 段 部 の 添 接 面 は 負 の 傾斜 方 向 を 有 
する 。 基体 部 の 側壁 の 、 段 部 に 関連 する 凹部 の 添 接 面 の 傾斜 方 向 は 、2 つの 段 部 の 添 接 面 
の 傾斜 方 向 に 相当 する 。 

[0008]】 

鎖 栓 の 段 部 の 添 接 面 の 傾斜 角度 が 、8 " と 1 2 " の 間 に あ る と 、 効 果 的 で ある こと が 明 
ら か に され た 。 

【0009】 

本 発明 の 実施 形態 に お いて 、 鎖 栓 の 2 つの 段 部 の 添 接 面 の 傾斜 角度 と 、 凹 部 の 添 接 面 の 
傾斜 角度 は 、 弾 丸 の 発射 の 際 に 、 ま ず 、 第 2 の 段 部 お よび 基体 部 の 関連 する 凹部 の 添 接 面 
が 添 接 し 、 そ の 後発 射 作 用 を 受け て さら に 負荷 が 増す 間 の 弾性 的 な 変形 に よっ て 、 第 1 の 
段 部 お よび 基体 部 の 関連 する 凹部 の 添 接 面 が 完全 に 平面 的 に 添 接 する よう に 、 選 択 さ れ て 
いる 。 

[0010)】 

本 発明 の 他 の 実施 形態 に お いて は 、 基 体 部 の 切欠 き の 側 壁 は 、 後 部 側 に お いて ウェ ブ を 
介し て 互い に 堅固 に 結合 され て いる の で 、 弾 丸 の 発射 の 際 に 、 直 接 力 が 側面 へ 導入 され た 
場合 の 基体 部 側面 の 拡幅 が 減少 され る 。 そ の 場合 に ウェ ブ は 、 第 2 の 段 部 の 添 接 面 お よび 
凹部 の 関連 する 添 接 面 の 負 の 傾斜 の 使用 に よっ て 、 引 張り 負荷 を 除去 され る 。 

【 発明 を 実施 する た め の 最 良 の 形態 】 
【0011】 

本 発明 の 他 の 詳細 と 利点 は 、 図 を 用 いて 説明 する 、 以 下 の 実 施 例 か ら 明 ら か に され る 。 
[0012]】 

図 1 に 、 符 号 1 で 砲身 が 示さ れ て お り 、 そ の 後部 側 に それ 自体 知ら れ た 方 法 で 、 基 体 部 
2 が 固定 され て いる 。 基体 部 2 は 、 後 方 の 端 部 へ 向かっ て フォ ー ク 状 に 形成 され 、2 つの 
側 方 部 分 ( 基体 部 側面 ) 3 、4 を 有 し て お り 、 そ れ ら 側 方 部 分 が 上 方 の ウェ ブ 5 また は ( 
破線 で 示唆 する ) 下方 の ウェ ブ 6 に よっ て 互い に 堅固 に 結合 され て いる 。 基体 部 2 の 側 方 
部 分 3 、4 と ウェ ブ 5 、6 は 、 切 欠き 7 を 画 成 し 、 そ の 切欠 き 内 に 砲身 1 の 砲 腔 軸 8 に 対 
し て 垂直 に 鎖 栓 9( 図 2 ) を 、 摺 動 可能 に 配置 する こと が で きる 。 

[001 3)】 

鎖 栓 9 は 、 そ の 側面 1 0 、1 1 の 各々 に 、 砲 腔 軸 8 の 方 向 に 見 て 、 相 前 後 し て 配置 され 
た 2 つの 、 側 方 へ 突出 する 段 部 1 2 、1 3 を 有 し て お り 、 そ れ ら 段 部 が 、 基 体 部 2 の 側 方 
部 分 3 、4 の 対応 する 凹部 1 4、1 5 内 へ 近 入 する 。 従っ て 弾丸 の 発射 の 際 に 、 鎖 栓 9 の 
段 部 1 2 、1 3 の 、 砲 身 1 と は 反対 側 の 、 添 接 面 1 6 、1 7 と し て 形成 され た 側が 、 基 体 
部 2 の 側 方 部 分 3 、4 の 凸 部 1 4 、1 5 の 関連 する 添 接 面 1 8 、1 9 に 支持 され る 。 そ の 
場合 に 鎖 栓 9 の 、 砲 身 1 に 隣接 する 第 1 の 段 部 1 2 の 添 接 面 1 6 と 、 側 方 部 分 3 、4 の 関 
連 す る 第 1 の 凹部 1 4 の 添 接 面 1 8 は 、 そ れ ぞ れ 傾 斜 角度 z1 と 81 ( た と えば 10“" の 
大 き さ ) を 有する 正 の 傾斜 を 有 し て いる 。 そ れ に 対し て 鎖 栓 9 の 第 2 の 段 部 1 3 の 添 接 面 
17 と 、 側 方 部 分 3 、4 の 関連 する 第 2 の 凹部 1 5 の 添 接 面 19 は 、 そ れ ぞ れ 傾 斜 角度 eg 
2 と 82 ( た と えば 同様 に 約 1 0 " ) の 負 の 傾斜 を 有 し て いる 。 

[001 24)】 
図 3 か ら 明 ら か な よう に 、 鎖 栓 9 の 段 部 12、13 の 添 接 面 16 、17 の 傾斜 角度 w1 
と a2 お よび 凹部 14、15 の 添 接 面 18、19 の 傾斜 角度 81 と 2 は 、 図 示 の 実施 例 
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、 異 な っ て いる の で 、 負 荷 の な い 状 態 に お いて は 、 段 部 1 2 、13 の 添 接 面 1 
凹部 14、15 の 添 接 面 18、1 9 の 間 に は 、 そ れ ぞ れ 線 形 の 接触 の み が 存 在 
後 弾丸 の 発射 の 際 に 、 負 荷 が 増大 する に つれ て 初め て 、 段 部 1 2 、1 3 と 外部 
の 対応 する 添 接 面 16、17、18、19 が 互い に 対し て 均一 に 圧接 され る の 
か か っ た 場合 の 線形 の 圧接 が 回 避 さ れ て 、 そ れ に よっ て 摩耗 の 危険 が 減少 され 


、 負 荷 が か か っ た 場合 に 第 2 の 段 部 1 3 の 添 接 面 1 7 が 、 ま ず 基 体 部 2 の 第 2 の 


補足 的 な 添 接 面 1 9 に 添 接 し 、 そ の 後発 射 作 用 を 受け て さら に 負荷 が か か る 間 
に よっ て 、 第 1 の 段 部 1 2 の 添 接 面 1 6 が 、 基 体 部 2 の 第 1 の 凹部 1 4 の 相補 
1 8 に 添 接する よう に する こと が で きる 。 


【 図面 の 簡 


図 1 】 本 


単 な 説明 】 
発明 に 基づく 閉鎖 機 を 有する 大 口径 兵器 の 基体 部 を 、 針 栓 な し で 示す 斜視 図 で 
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